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総括討議

議長:河 合 隼 雄(国 際 日本文化研究センター)
KAWAIHayao

河合 それでは時間にな りましたので、最後の総括 というところを始めたいと思います。先ほ

どから挨拶にありましたが、最後 を飾る梅原先生の話がありましたので、私は飾 らなくていいわ

けで、気楽にやらせていただきます。お疲れだと思いますが、全体の、いちおう総括 ということ

でさせていただきます。

まず全体の総括でございますが、私が得ました結論は非常に簡単でございまして、総括不可能

ということでございます(笑)。 これは皆さんおわか りだと思いますが、42か国から来られまして、

日本人以外の方は約160名 、そ して全体の参加 された方が約600名 。そしてそれが66の セ ッション

に分かれて討議が行われました。

そ してその範囲ですが、日本語 とか日本文学 というのを越えまして、政治、経済、法律、社会、

歴史、ユニバーシティといって もいいような、非常に広い範囲に広がりまして討論がおこなわれ

ましたので、これを私が総括するなんてことは不可能でございます。私がしばらく話をした後で、

皆さん自分の出ておられたパネルなんかで、考えられたこと、感 じられたことを、ご自由にいっ

ていただければいいんじゃないかと思います。

ただ最後に全体を通 じてのシンポジウムという形で、「型」、日本の型ということをとりあげた

シンポジウムがありました。学会のシンポジウムというのはだいたいおもしろくないというのが

定評なのでございますが、これは実に非常におもしろいシンポジウムで、こういうのを 「型破 り」

のシンポジウムというのだろうと思っていたのですが、なかなか興味深い話がでました。

その時に印象に残ったことが二つあ りますので、それをちょっといわせていただきます。まず

第一点印象に残 りましたことは、アメリカから来られました トマス ・ライマー先生が、 日本の能

について話をされました。日本のほうからで られました武田建先生が、アメリカンフットボール

の話をされました。これを聞いてお りまして、日本研究といっても、これは日本のことを外から

研究するというのではなくて、結局は、文化交流、exchangeに なっていると思いました。だか

ら外国から来られた方、あるいは外国の方がたのお話を聞いて、われわれは日本のことだけでは

なくて、結局は他の国を理解するということをしているわけですし、もちろんまた海外から来ら

れた方がたが、日本のことを理解 されて、それをもって帰っていただくといいますか、cultural

exchangeと いうことが、本当に行われたのではないかと思いました。

次に思いましたことは、これは熊倉先生のお話の中にあ りましたが、日本人は型を覚えるとい

うことを大事にすると。これは何 もむずか しいことではないのだ。どういう発想かというと、ど

んな人でも形だけ覚えておけばできるのだ。だから一人の人がどんな才能があるかとか、どんな

能力があるかなんていうことは抜きにして、茶の湯の型を覚えれば、茶の湯ができると。だから

マニュアルに従ってやれば、誰でもできるというところに型 という発想があるので、これは 「易
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行」である。 だか らみんなが易 しく、易行で大事 なこ とがで きるとい う意味で こうい う型 とい う

ことがでて きたのだとい うことをいわれま して、私非常 にお もしろ く思い ました。

ところが、それか らがお もしろいので、易行 をや る と易行ですか ら、誰で も茶の湯 を覚えた ら

全部で きる。生 け花で も、生 け方 を教 えて もらうと誰 で もで きる。 これ は人間全部平等 で同 じな

のだとい うことで話が終 わるのか と思 ってい ます と、急 に話が変 わって きま して、それで も粋 と

野暮 ということがある。 同 じようにや っていて も、粋 な人 と野暮 な人が いる。 この粋な人 と野暮

な人 はなか なかマニ ュアルに書 けない。

熊倉先生 は、 ご自分 の体験か何か知 りませんが、男 女の関係 の ことをおっ しゃいま して、男女

の座 り方 で も、粋 な座 り方 と野暮 な座 り方があ ると。あ ま り遠いの も野暮 だけれ ども、 あま り近

いの もまた野暮 になる。ち ょうどいい座 り方があ って、 これ はやは り夏 と冬 と、朝 と夜 と違 うそ

うです。

私あ ま りはっ きり知 りませ んが、粋 な位置 とい うのがあ ると。 この粋な位置 とい うのは、冬 は

5メ ー トル とか、夏 は12メ ー トル とか決 まってい ない。 だか らその時の空気その他 です っ と粋 に

い く人 と、野暮 な人が いるとい う話 をされ まして、 これは計量不能 な世界 とい うことをいわれ ま

した。つ ま りマニュアルが通 じない世界 なのです ね。 そ うす る とここはその人の個性 とい うこと

がす ご く関係 するのではないか と思い ます。初 めの誰 で もで きる とい う話か ら、す っとここで変

わるわけですね。

それ を私聞いてお りまして、す ぐに思い ましたのは、初 めの誰 で もで きる とい う点、全部平等

だ という点 を強調 します と、私 は心理学 をや ってお りますので、外 国の方 と話 し合い します と、

す ぐ日本人の心の問題 になって くるのですが、 よ くい われるのは、「日本人 は個性がない。みん

な同 じこ とをい う」 と。集 団主義 なんてい う言い方 もされた りしますが、今 のこの熊倉先生の話

を聞いてお ります と、個性 とい う時 に、 われわれ注意 しな くて はならないのは、英語で いいます

と個性 はindividualityで す が、individualityと い う言葉 を使 う限 り、 これは知 らず知 らずの う

ちに、西洋 の近代 に起 こって きた個人主義、individualismと い うこ とをふ まえて、個性 とい う

ことが考 え られてい るのだ と思い ます。 そ して た しか にそういう考 え方で くれば、 日本 人には個

性 が な い とい う言 い方 が で き るか も しれ ませ ん が、 私 は こ の 頃 英 語 で 話 を す る時 に は

individualityと い う言葉 は使 わ な くて、 人間 はそれぞ れ違 うの だか らeachnessと い う言葉 を

使 った らどうか と考 えてい ます。個性 をindividualityと い うと、皆 さんindividualismに 基 づ

いた ことばか り考 え られ ます ので、 個 人主 義 に基 づ か な い個性 とい うこ と を考 え る時 に、

eachnessと い うことをい った らどうか と。 そ うい うふ うにいい ます と、 この熊倉先生 の話 は、

た しかに初め は誰で もで きる と始 まってい るのだけれ ど も、 ここはた しか にindividualityが な

いよ うだけれ ども、その最後の ところでぽ っと個性 が入 っている。これ はや は りeachnessが 入 っ

て くるとい う話 として、私 は受 け止めたわ けです。

こうい うことをなぜ 申 しますか とい うと、 どうもパ ネルでいろいろあ りました議論 なんか を聞

いています と、この 日本 人の個性 とか、平等性 とか、型 とか、そ うい うことがいろいろ問題 になっ

て きたようで したので、ち ょっ と私 自身の考 えを申 しあげたわ けです。

それか ら、私 はここで総括 とい うこ とを しなけれ ばな りませ んので、実はいろいろな方 に感想

を聞いて回 りま した。ほ とんどの方の共通 していわれた ことは、多 くの学者が ここに一 同に集 まっ
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て、日本研究 ということを共通にして、いろいろな人が直接に会えたということは、非常に大 き

いことであったというのは、どなたもおっしゃいました。

特に論文を読んで名前を知っていても、アメリカの方 とヨーロッパの方とか、あるいは韓国の

方、中国の方、お互いに会 ったことがない。それが、ここで直接に会えたので、討論がで きたり、

話し合いができた。これが非常によかった。これがいちばん大 きいことだったと思います。

その次 にいわれましたのは、思いがけない出会いがあったと。例えば自分と同じようなことを

考えている人が、よその国にお られると思っていなかったのに、バスの中で話をしていると、あ

なたもそんなことを考えてお られましたかとか、また全く違 った情報が入ってきた りしまして、

バスの送迎の間に話 したことがすごくよかったといっておられました。私はそのバスが日文研で

なくて嵐山へでも行けばもっとよかったのではないかと思った りしましたが…。そういう偶発的

に生 じた出会いの大事 さも言っていただいて、これはやは りこういう会をしたことがよかったの

ではないかなあと思いました。

それか らもう一つちょっとおもしろいと思いましたのは、この頃は、自分の国では、いわゆる

日本語、 日本文学、日本史というのではなくて、 日本に対する現代の政治、経済、産業、いろい

ろなことに対する関心 をもった人が増えて きているのだけれども、そういう日本に対する関心 を

もっている人は、あまり日本語を話されない。今回は、日本語を話される方が非常に多かった。

これはタクシーに乗るたびに、 タクシーの運転手さんが感心 して教えてくれました。「みんな日

本語がお上手ですね」 とか、中にはタクシーの運転手さんにいろいろsurveyを された方 もあっ

たようで 「嫁 と姑の関係はいかがですかと聞かれました」 とか(笑)、 おそらく文化人類学者の方

じゃないかと思いますが…そういうのもされたそうですが、日本語が非常によくおできになると。

日本語 と英語 ということが共通語としてこの会はあったのですが、実はフランスでも、 ドイッ

でも、中国でも、 日本語はちょっと勉強する気はないけれども、 日本にすごく関心があるという

方がずい分おられるので、そのことを考えてほしいといわれた方があ りまして、私これはなるほ

どと思いました。

これはわれわれここにいる日本文化研究センターのものが、今後考えねばならないことではな

いかと思いました。ここにみんな来てくださいとばかりいわずに、われわれが出ていって、英語

な り、 ドイツ語なり、フランス語な り、そこのお国の言葉でそういう問題をディスカスするよう

な機会があればいいんじゃないかということも考えました。

それからこれは非常にたくさんの方がいわれたのですが、あまり大 きい声でいえないのが、「こ

ういうのがもう一度あればいいなあ」という意見でございました。ただこれはあまり大 きい声で

いえないのは、事務の方がたにいいます と、「えっ」ということをいわれるので、これは事務の

方がいろいろ準備のためにご苦労いただいたのでよかったのですが、これが4年 後になるという

ことになると大変なことになりますので、何年後かは知 りませんが、やはりこんなことがあった

らいいのではないかと、これもたくさんの方がおっしゃいましたという事実のみ申しあげておき

ます。

それから運営、その他、食事 とか、ホテルとか、そのへんのことをいろいろ聞きましたが、ほ

とんど不平、不満を直接にはいわれませんで した。恐らくいろいろあったのではないかと思いま

すけれども、皆さん非常に協力をしてくださいまして、お陰様で本当にうまくいったのではない
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かと思います。心の底のほうでは、お陰様だけではなくて、われわれもよかったのではないか と

思ったりしていますが…。 日本的にいいますと、皆 さんのお陰で非常にうまくい きまして、あり

がた く思 っております。

以上のようなことが私がちょっと思いついたことであ りまして、後は皆 さんが出席をされまし

た中で感 じられましたこと。できましたらなるべ く総括的なことのほうがいいと思いますが、そ

れを分けてやっておりますと時間も限られておりますので、どんどん話をして くださったほうが

いいのではないかと思いますので、ご意見のある方は申し訳ありませんが、手をあげていただけ

ますでしょうか。どなたかあ りませんか。全体的な感想、ご意見、不平、不満もおあ りかと思い

ますので…。

● 河合先生がだいたいいわれましたが、その後は もう少 し印象があ りましてね。例えば諸国

から色々な人が来て、年は違いますね。芳賀 というものは、何年 も前から知っていますが、また

この会議で新声を聞きましたね。若い人の声。それが大変 うれしいと思います。将来をある程度

まで見つけましたね。

そして日本の将来はどうなるかパネルがなかったか と思いますが、未来を見る人は少ないです

が、しかし日本という国は経済的にいえば、鉄も金 もそういうものがなくて、 日本人だけ、 日本

人の教育 を持つことだけですから、それはこの国の宝物ではないかと思います。それをこの会議

でよく見ましたからあ りがとうございます。お礼を申 しあげます。

河合 どうもありがとうございました。若い人の参加はたしかにあって、本当によかったと私

も思いました。他にございませんか。どんどんご遠慮なく。で きたらお名前 をいっでいただけれ

ばあ りがたいですが。

● プリンス トン大学の町田ですけれども、最初に参加させていただいたお礼を申しあげます。

ありが とうございました。先ほど河合先生が、不平はほとんどなかったとおっしゃいましたが、

私一つ不平がございます。私毎朝、京都駅の裏の新都ホテルからバスに乗って連れて来ていただ

いたのですが、毎朝大型バスに、40人か50人乗れるバスに6～7人 しか乗って来なかったですね。

あれはとても無駄だと思います。むしろマイクロバスをひんぱんに、ホテルとセンター、あるい

は桂の駅とここに走らせていただいたらとて も便利だったと思います。それは非常に卑近なこと

で…。

もう一つ感 じたのは、せ っか く世界中からこのように非常に刺激のある意見をもった学者 さん

たちが一堂に会しているのに、割合に日本国内か ら、大学関係の方、あるいは大学院生とか、そ

うい う人たちが、もっと耳を傾けに来てもよかったのではないかなあと思っています。せっか く

の貴重な機会を充分に生か していないような気が しましたので。そういう人たちがもう少 し来や

すいように広報されるなり、別にそういう旅費をだす とかそういうことでなしに、もっとせっか

く日本の国内でこういう貴重な場が開かれているわけですから、日本国内で非常に凝 り固まった

人たちが多いわけですから、そういう人たちに啓蒙の機会として、大いに門戸を開放 していただ

きたいと思います。

河合 ありがとうございました。先ほどおっしゃいました 「できるだけ開いて」 というのは、

ちょっとジレンマがあ りまして、収容の人数が限定がありますので。それとわれわれとしては、
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外国の方に来ていただきたいということから、実は日本からの参加者の人を非常に絞って しまっ

たのです。そのためにここでぎりぎり一杯です。これはクローズ ドにしましたからね。オープン

にしましたら、もっともっと来られて、実は困ったと思うのです。これが最大限というところで

すので。凝 り固まった方はいくらオープンにしても固まっておられるような感 じを(笑)受 ける

のですが、そういう点 もこれから考えてみたいと思います。

● 中国から来た遼寧大学 日本研究所の金明善です。このたび日本研究の共同会議に出席 して、

その一番大きな感想を一言でいえば、日本研究の視野を広げたということです。これは一つは、

ぼくはアジア圏日本研究を、30年続けました。 しか し思えば経済のほうの中日の関係の枠で研究

して、その他はそんなに関心がありませんで した。このたび国際化の中の日本をどう見るかとい

うこのほうに、非常に役立ちました。

もう一つは、このたびいろいろな方と、各国の方と話 し合いながら、アメリカとかイギ リスと

か、東南アジアとか、各国は日本をどう見るか。どのように研究するか。これは非常に役立ちま

した。

もう一つ視野を広げたということは、今話 しましたが、ぼくは経済専門ですが、ぼ くの結論は、

日本を知るには、日本の経済を深 く研究するが、最後には、 日本人の特徴 を研究 しなければなら

ない。こういう点において、今度の会議は、非常に興味深い感想を受けました。 日本研究の視野

を広げたということです。

もう一つ残念なことですが、この会議の討論の時間が30分 ですね。とても時間が短 くて、何か

十分な意見の交換があ りませんでした。せっかく来たのに、少 し残念な思いがしました。

最後に、今回、国際交流基金から招待 されて来ましたので、もう一度感謝します。それか ら今

度の会議にご苦労なされた、国際日本文化研究センター、特別に中国の皆さんのご苦労に敬意を

表 します。

河合 どうもありがとうございました。たしかにおっしゃる通 りで、討論の時間もなかなかむ

ずかしくて、もっともっと討論 したかったというのを、私 もお聞きしました。これは初めに言い

ましたように、非常に広い範囲でセ ッシ ョンを増やしておりますので、そういうことが起こって、

こういう機会に知 り合ったところを、また深めることは、また小さい会議なり、小さいグループ

な りでまたどこかでやっでいただければあ りがたいと思います。

それから先ほどたくさんの方と付き合いができてよかったといわれましたが、私思い出したの

ですが、先ほど韓国から来 られました李栄九先生とお話 しましたが、70枚名刺を持って来たけれ

ども、全部な くなったといっておられますので、これは相当な交遊関係ができたのではないかと

思いました。

●Melanowiczと 申します。アール ・マイナー先生のお話の続 きから始めます。 日本の将来

のことを考 える、セミナー、セッションがなかったかどうかという件に対 して、そうですね、残

念ながら小松左京さんをよんでくださらなかったから、その将来のことを話す機会がなかったこ

とを大変残念に思います。大江健三郎を招待 して くださって、本当に私心から感謝いたします。

その次の日、またその次の日、一人ずつ 日本のそういう大家、小松左京 とか、 日本語がこれか

らどうなるか筒井康隆に聞いてほしかったんです。そ してだんだん、～不 自由な人という日本語

になるん じゃないですか。ハゲ頭 ともいえないし、髪の毛の不自由な人ばかりという、日本がど
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ういうふうにこれから発展するかなあということを、話 し合ったほうが私は幸せです。

もう一つ、ちょっと真面目な話になりますが、私は1991年 、この日文研に招待 されまして、ま

だこの立派な講堂などできあがっていない時で、いろいろ進行中の時代 といいましょうか…。そ

の時、まだこれか らた くさんつ くらなければならないのに、私と亡きユーゲンベルグ先生 と、梅

原猛先生に、大変なことをいってしまったのです。

日本では72年に、日本学国際会議があったきりで、その第二会議が今 までなかったということ。

その時、梅原先生はそれを本当によく心に受け止めて、そんなに早 く実現させて くださるとは信

じられませんでした。その梅原先生を始めに、日文研の皆さんは、どのくらい苦労をさせたかお

詫びしたいと思います(笑)。 このくらいで終わらせていただきます。

河合 ありがとうございました。 日本の将来とか未来のことを考える会もあったらよかったの

ではないかということは、たしかにその通 りで、できましたら今日のパーティの時に、皆さん日

本の未来を語 り合って くださればありがたい と思います。小松左京さんをよぶと、日本は沈没す

るなんていうんじゃないかと思って、ちょっと心配 しておりました(笑)。 他にございませんか、

どうぞ。

● コロンビア大学、図書館の牧野泰子でございます。このたびはお招きいただき、発表の機

会まで与えていだたいて、その他に世界中の学者、日本の学者の、書物だけで拝見 していた先生

がたのお顔、姿を直接拝見することができて、本当にあ りがたかったと思います。

これはないものねだ りかと思いますけれども、私 どもがいろいろなセッションが、出たいもの

が重なっていた りして、大変残念な思いがいたしました。ただ1週 間という長い期間をとって く

ださって、66の セ ッション、それから一つのセクションがい くつもに分けていらっしゃり、プロ

グラムの作成はすでに大変でいらしたと思いますけれ ども、そのことだけがちょっと心残 りで し

た。本当にありがとうございました。

河合 ありが とうございました。それは私もお聞きしました。これはなかなか会場の設定とか、

期日とか、われわれ実は組織委員の先生がたのご意見 もお聞きしたりして、実行委員の者が割 り

振 りしたのですが、こういう結果になってしまったといいますか、いろいろ制約がある中でこう

なったのですが、たしかに1度 に2つ も3つ も部屋に行けませんので、このことは今後も考えた

いと思います。私なんか1度 に3つ も4つ も行きたいところがあって、心ばっか り急いて、体は

眠ってしまった り(笑)し てお りましたが、あまりそういうことのないように、これから考えた

いとおります。他にございませんか。

● 北京大学のものです。賈惹萱 と申します。今、 日文研の客員研究員をしています。ただ今

たくさんの先生が感想をおっしゃいました。私は一つだけ感謝の気持ちで提案をいたします。今

さっきの先生がおっしゃったことは、私はいろいろな分科会に参加 したいですが、分身法があり

ませんから、孫悟空のような分身がで きればうれ しい と思いますが、できませんので、資料のほ

うを私は提案 します。

資料とレジュメは、私は英語はそんなにしゃべれないし、読んで もわからないところが多いで

すから、もし時間があれば、日本語に訳 してくださればありがたい。 もちろん日本語のできない

英語だけがわかる先生がいると思います。そのレジュメは、英語 と日本語両方あればあ りがたい

です。ですから将来このような資料 を出版する場合は、英語 と日本語両方を出版 して くだされば
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助かると思います。どうもありが とうございました。

河合 どうもありが とうございました。これは大変な会議で したので、プロシーディングは作

りたいと思っております。ただ全部一緒にしますとものすごく太い本になって、誰 も読まないと

いうこともおこり得 ますので、なるべ く関心がある方が読まれるように分けたらどうかという案

がでてお ります。

今おっしゃいました英語 と日本語の問題ですが、これはできる限 りご要望にそいたいと思いま

すが、現在のスタッフではそこまでち ょっとできるかどうかは請け合いかねます。 日本語を英語

に、英語を日本語に全部すればいいので しょうが、必ず 「や ります」 というような元気はあ りま

せんが、ご意見はどうもありが とうございました。

● ヨーク大学の布施 と申します。あ りがとうございました。やはり今回の会議の重点の一つ

が、日本人の精神構造 とか、心という大切な問題に触れたわけですけれども、その場合重点が当

然のことながら、宗教、文学に向いてお りました。そこでやは り科学的なメスとの接点を考える

という意味で、例えば、小此木啓吾氏の見る日本的精神分析とか、例えば河合先生と小此木先生

との対談な りパネル、私、例えば今日の話を聞いていて、皆さん方、深層心理というと、ユング

派と考えている方が多いと思うのですが、これは先生 自身も不本意だと思いますが、趨勢からい

うとやはり別な方面からの見方 も必要になって くるわけです。

それで私の要望 としては、精神文化 とか精神構造を理解する上に、科学的なメスとの接点をは

かるという意味で、今後例えば、深層心理の面 を入れてい くと同時に、 日本の精神的土壌で生ま

れた、非常にユニークな精神療法、例えば内観療法ですね。内観療法の方にやはり参加 していた

だくということも、これからは非常に世界にとって日本に貢献 しうる方法だと考えております。

河合 どうもありが とうございました。深層心理のほうもがんばれということですので、私 も

忘れないようにしたいと思ってお ります。

● 私はタイのタマサー ト大学の政治学部にいますプラサー トと申します。この時間をお借 り

して、私の期待を若干述べさせていただきます。日本研究に関しまして、日本研究をやっている

大学の先生がた、また教えている方がた、特に発展途上国の場合は、若干問題に直面したり、相

談相手がどこにいるか と時々考えています。国際交流基金には、資金の面などの役割をはたして

いますが、研究内容の相談をして くれる方がた、日本人の学者は、大学の先生にもいろいろいらっ

しゃいますが、日文研の研究の先生の方がたは、われわれの時々相談相手になっていただけるか

と、ちょっと自信がありません。

そこで例えば特定な問題を研究していて、その問題に関して、日本にちょっと1週 間ぐらい旅

行して、日本に来て、相談相手は日文研に行こうと思えば、ここは歓迎 していただけるか、ちょっ

と自信がないです。

一つの期待ですが、相談相手、また気軽に来られるような雰囲気、アメリカのハーバー ドのイー

ス トウエス トセンターみたいに、宿泊施設があって、そこで研究プロジェクトなどがあると、1

人だけじゃなくて、3～4人 でも日本に来ると、相談相手はおそらくいらっしゃいますが、先生

がたお忙 しくて、相手になっていただけるか、そのへんが日文研に対する期待になります。

二番 目に、今回の日本研究京都会議は、一つあったらよかったなあと思うのは、あまりフォー

カスがあ りませ ん。 日本研 究、非常 に広 くて、 フォーカスがな くて、例 えば 日本研究、
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hollowization時 代の日本研究 とか、そういう課題であればいろいろディスカ ッションしやす く

て、いろいろ考えさせられます。

最後になりますが、 日文研は海外にはおそらくブランチデスクはもっていないと思います。他

の研究機関と比べてまだ歴史が浅くて、一つの期待ですが、例えば東南アジアにおいて、日本研

究、今回は京都会議ですが、各地域において、そのへんに日文研をという期待は、その役割を将

来果たすことがで きるようにも期待いた します。以上です。ありが とうございました。

河合 どうもありが とうございました。非常に有用なことをいってくださいました。相談に気

軽にというのは、待ってお りますので、どうか気軽に来ていただきたいと思います。それと3番

めにいわれました、海外にブランチがあればどうかというのは、それとも関係すると思 うのです

が、何か海外へわれわれが行って、それこそご相談に応 じた り、日文研 とのつなぎをしたりする

というのも、今後の課題 として非常に大事なことをいって くださったと思います。何とかわれわ

れもそれが実現できるように努力 したいと思ってお ります。あ りがとうございました。

宿舎は、まだ全部ではありませんが、だいぶで きて きつつあ りますので、それももう少 しご要

望にこたえられるのではないかと思います。

● トーマス ・クラムです。3週 間前 までアムステルダム大学の教鞭をとってお りました。22

年間アムステルダム大学の教鞭をとってお りましたが、今回非常にこの京都会議、楽しませてい

ただきました。実は久 し振 りに発表がなかったものですから、自分の立場を気にせずにどんどん

コメントができたことがよかったわけです。

まず第一点に、通訳者が英語から日本語にと通訳 を、日英 とともどもにやって くれたというの

が非常に助かりました。

二番目に今回すばらしいなと思いましたのは、常に継続して、若手の研究者の刺激をしていた

と思います。やはり教育 という時には、特に、若い人々の教育ということが大切だと思います。

オランダの場合、特に学会関係の、若手の研究者を、 トレーニングする、われわれの各学部に

おきましても、なかなか長期的な視野にたった施策がとられてお りません。若い人々というのは

非常にいいとしても、5年 か6年 たちます と、なかなか教鞭職というのがない。助教授職 と、大

学に残ることができないというのは、これはオランダだけの問題ではないと思います。

どうしても予算削減ということが、合理化が進んでいるということで、 トレーニングは非常に

いいと。より多 くの人々に トレーニングを与えると。生涯、学会で生きていけるような道を、 ト

レーニングを受けた若手の研究者に与えるべ きだと思います。

三番 目の点 というのは、実はプログラムの分析に時間をかけてみたいと思います。い くつもテー

マがございますね。100以 上のテーマとおっしゃいましたが、 とにか くたくさんのテーマがい く

つか同時進行でセ ッションがあ りました。

しかし統計でみますと、すべての日本研究に関する各分野に、非常に均等に割当てられて、日

本人の方、外人の先生がたの発表があ りました。したがいまして、あるセッションごとには、そ

れぞれ日本の先生がたのテーマというものがあ り、また外人の先生がたにはそれなりのテーマが

あったと思います。

例えば私が非常に興味をもちましたのは、雪に関するもの。私自身が好 きということではなく

て、好奇心があったから行ってみたのですね。そこで3つ のすばらしい発表 を聞きました。すべ
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て英語だったわけで助かったのですけれども。ちょっと自問自答 したのですね。はたして日本の

先生がたというのは、こういうことに関心がないのだろうかと、ご発表が全部日本人以外の先生

でございましたから。

そして歴史を考えてみると、日本の文化史を考えると、雪 というのはやっぱりもっと大 きな役

割をはたしたのではないか。何か日本人の先生と、それ以外の先生がたと考えた時に、日本人の

先生はどうも真面 目に取 り組みすぎるのではないかなあと。実践的なものに役立つテーマだった

り、もしくは文学的なテーマだった りと。

特に型のお話がございましたね。非常にこの型のシンポジウム。今までそんなに興味がなかっ

たのに、今回非常に興味をもちました。したがいまして、日本の伝統、 日本に深 く根 ざしていな

いもののほうが、かえって外人にはとっつきやすいものもあるかもしれません。

また他の方 もおっしゃいましたように、今回はとにか くすばらしい会議でございました。 とに

か く卓越 した組織であり、今後 もこれが続 くことを真に期待 しております。

河合 私は全部理解 したとはとうてい思えませんが、どうも最後のあたりは褒iめてもらったら

しいということがわか りまして(笑)、 うれ しく思っております。他、ご意見いかがでございま

すか。

● ネパールからのものです。私の今回の滞在で、た くさん日本のことを実際体験することが

できて、それからまたネパールでこの日本の経験を活用 して、ネパールの国の開発のために、な

りたいと思っています。

一つここで提案 したいことは、この種のセ ミナーを始める前に、できれば資料を事前に参加者

に出しまして、すなわちこの会議からどうい うものを期待するかと。なぜ参加するか。そしてど

ういったことを期待するのか。こういったことをたずねていただきまして、そしてセ ミナーが終

わった段階で、同じようなアンケート調査をすると。何をこの会議から得ることができたかと。

そしてこの事前の調査 と事後の調査を同 じ人たちで比較 したならば、よりよいフィードバ ック

ができると思うのです。どの程度までこの種のセミナーが、本当に達成することができたのか。

またどういったことを、私たちは将来 しなければいけないのか。よりよくやっていくためには、

成功をおさめるためには、何がで きるかというフィー ドバ ックになると思います。

● オランダのライデン大学のヤ ン・ファン・ブレーメンです。また私 も他の人と同じように

賞賛に入る前に、一つ将来の会議に向けて提案 したいと思います。ぜひこのようにしていただき

たいと思っていることがあ ります。会議疲れという言葉があ りますよね。3日 ぐらいたちますと

そういった会議疲れがあるわけです。ですから組織委員会の方にお願いしたいのは、こういった

サイズで、 しかもこれだけの日程の会議です と、エ クスカーションはちょうど真ん中の日に持 っ

てきたほうがいいです。最後にもってくるよりも。真ん中にもって くるのがいいと思います。

これが改善のための唯一のア ドバイスであ りまして、またこの会議の主催者に対 しまして、ま

た共催者に対 しまして、このような会議を開いて くださったことに感謝 したいと思います。また

ぜひこの会議をやっていただきたいと思っています。私だけがそう思っているだけではあ りませ

ん。ここにいらっしゃる多 くの方がたがそう思っています。

それから大 きな拍手を、実行委員会の舞台の表で働いている方がた、それからまた舞台裏で働

いている方がたに対 しまして、いろいろと資料を用意してくださった り、今でも舞台裏で働いて
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いらっしゃる方に対 しまして、聞こえるように大 きな拍手 をしたいと思います。(拍手)

あともう一言、この会議をぜひまた将来やって ください。いろいろな理由があ りまして、それ

には充分な言及があったかと思いますが、もう一度繰 り返して私 もここでいいたいわけです。そ

れからまたいつやるかということですが、河合先生のほうでは、この会議は1年 に1回 やるのは

とてもじゃないけれどもいやだということですが、5年 間隔ぐらいにやるというのはすばらしい

ことだと思います。ぜひまたこの会議を開いてください。

河合 その通 りできるかどうかはわか りませんが、どうもあ りがとうございました。

● 別府と申します。日文研の皆さんが非常に努力 をつ くしまして、今回の会議を成功裡に終

えることになりまして、私自身も個人として、組織委員の皆さん、ないし事務局の皆さんにお礼

を申しあげたいと思います。

この後は英語でいうつもりだったのですが、考えるところがございまして日本語で申しあげた

いと思います。この総括会議 も時間があ りませんので、私が最後ぐらいになるかと思います。私

が申しあげたいのは、こういう非常に立派な会議の後に申しあげるのは何かと思いますが、海外

からの参加者に対 して中心に申しあげるのですが、われわれ外国で日本研究 をする人たちの大 き

な、世界的な組織 をする必要があるのではないかと思いまして、その案を申しあげたいわけです。

日文研のような立派な組織がありまして、今回のような立派な国際会議 をしたのですから、わ

れわれ今 さらそういう世界的な組織をつ くる必要はないだろうと思われる方もあ ります。そんな

ことをして会議をするより、手をこまねいて待 っていれば、そのうち日文研から招待状が来ます

から、それを待っていればいいんじゃないかと(笑)い うことになるかもしれませんが、しかし

外国で日本を研究する場合。

つまり日本を他者として見る場合 と、それから日本人が日本を自者として見る場合 と、おのず

からその知的なプロセスというのは違ったものがあると思 うのです。のみならず、他者 と申しま

しても、韓国の 日本学者が日本を見る場合と、あるいはフランス人の日本学者が日本を研究する

場合と、同じ他者ではないわけですね。

ですから他者といいましても、それは複数の他者になると思 うのです。ですからそういった複

数の他者が、いったいどういう関係になっているのか。そのいろいろな知的プロセスというもの

を、比較 してみる必要があるのではないかということを中心に考えているわけです。

その他いろいろ、 もっと具体的な理由などは、私今 までにいろいろなところで書きまして、発

表 していますので、皆さんがもし関心がありましたら、私に申しあげていただきましたらお送 り

いた します。今 日は時間があ りませんので、それに対 して申しあげません。

そういうわけで、海外にいる日本研究者が総合的に、コレクティブなアジェンダを作って考え

てい くという、そういう場を作っていく必要があると思うのです。 ヨーロッパなどではすでに大

きな組織がありまして、そういった研究がなされているのですが、日本学者の少ないところ、例

えばラテンアメリカ、南アジア、アフリカなどではそういう組織がありません。そういった人た

ちも含めて、大 きな組織を作ってい く必要があると思 うのです。そういった人たち、ラテンアメ

リカとか、中近東の日本学者の考え方もおおいにわれわれは聞いてい く必要があると思 うのです。

しかしそういう組織をどのように作ったらいいかということは、私はここで口頭で申しあげて

いるだけで、書いた もの も何もあ りません。組織の憲法とか、規則 とか、会則 とか何 もあ りませ
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んし、もちろん予算 も何 もないわけです。そういうものを作っていかなければならないのですが、

それは当然、関心のある方皆さんが一緒になって作ってい くものだと思うのです。

それに関してまして、国際交流基金の方がたにお話 しましたら、そういう組織はあるのは非常

に喜ばしいけれども、交流基金のほうではそれに対 して、自分のほうから行動をとるつもりはな

いと。海外からそうい う希望があればそれに対 して、適当な反応を示す、協力をするということ

です。それから日文研の側 も、これはあくまでも海外の日本研究者のことであって、日文研その

ものが主力になってやるものでは全然ないということです。

ですから日本のいろいろな組織におんぶをしてやろうという考えではないわけです。ですから

これは非常に大 きな作業になると思いまして、当然個人ではできませんが、多 くの方がたがもし

これに賛成 して、参加 してやるという意思がありましたら、そういう組織ができるのではないか

と思います。あ くまで私自身の個人の考えとして申しあげました。ありがとうございました。

河合 ありがとうございました。だいたい大事なことは時間の終わりに出てくるのですが、大

変なことがでてきました。それに対 して何かご意見あ りますか。

● この国際日本文化研究センターにお ります芳賀でございます。今回組織委員会の一員とし

てこの学会の組織にあたりました。今回は42か 国の諸外国から、約270人 の外国の研究者が参加

してくださいました。その他に国籍不明という方がたもおられたようですが。B本 に今おられて、

ここに参加された方が、その外国人のうち100人 ぐらい。後の170人 ぐらいが外国から来られて参

加 してくださいました。日本国内か らは400人 ぐらいが参加 してくださいまして、両方合わせ ま

して650人 ぐらい。さらにこの会議が始まってか ら思い立 って来られた方 もおられますので、延

べにするともっと数が多 くなると思います。これだけの方がたがこの京都に、ちょうどいい季節

にお集まりいただきまして、大変充実した会議を開くことができまして、誠にあ りがたく思って

お ります。

私自身は、私自身が直接に関係 した二つのパネルに出る、出ずっぱりといいますか、ずっと出

てお りましたので、他のセッションをのぞく機会がなかったのが非常に残念で、それは先ほどど

なたかがおっしゃったのと同じで、これだけいろいろパネルがありながら、あまりたくさん出ら

れなかった。それは体一個の人間である以上、やむを得ない宿命でありまして、本当に孫悟空で

もなければできないことであ ります。どんな会議でもそのことはあるわけであります。だからこ

れはそういわれたからといって、変えようもありません。

しかし私 も直接関係 したパネルに、文学 と、美術に関わるほうであ りますが、出てみますと、

大変いい発表、水準の高い発表が相次いで、しかも時間が足 りなくて、足 りなくてしょうがない

のですが、足 りないから一層インテンシィブな発表が行われて、時間があんまりたっぷ りあって、

もてあますということは全 くあ りませんでした。

時々他の学会によっては、時間が余ってしまって、ぼやっとしているということもあ り得ます

が、そういうことは一切ない学会でありまして、時間が短かったのもまあしょうがあ りません。

狭い枡の中にたくさん詰めたわけですから。5合 の枡 に1升 詰めたぐらいの感 じであ りますので、

やむを得ない。これも学会というものの宿命であります。 どこのどんないい学会へ行ってもみん

なそんなものであります。討論の時間がたっぷりあった学会なんて、あった試 しがあ りません。

河合 残念ながらこれもあまり時間がないのです(笑)。
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● そうですね。ちょっと弁明をしたく思いましたので、そういうことを付け加えさせていた

だいたわけであ ります。

しかし考えてみますと一番最初にアール ・マイナーさんがいわれた通 り、今回は様々な諸国の

長老の学生たちが来られましたし、さらに30代から40代の、ヤンガー ・ジェネレーシ ョンのスカ

ラーズの参加があ りました。その方たちが非常 にいい発表 を次々になさった。これは誠に印象深

い。日本研究というものの、日本にとってだけではな くて、諸外国も含めて、 日本研究のために

非常に有望な…。

だから小松左京をよんで未来を論ずるよりは、はるかにそれを感 じることのほうが大事だと思

います。小松左京をよんで、日本の未来を論 じても今 さらなんてことはないわけであ りまして。

ここに集 まったヤンガー ・ジェネレーションの学者たちの研究の充実 と、水準の高さ、それを感

じることが 日本の未来を頼 もしく思わせて くれるのであったと思っています。

それから非常に幸運に恵まれた学会となりました。一番最初の大江健三郎 さんの講演。あれは

本当にあの時 も何回もいわれましたように、あの人はノーベル賞をもらうとは思わずに、去年の

うちから河合さんがお願いしてあった。そうしたら本当に講演の3日 前か、4日 前にノーベル賞

になっちゃったわけで、本当にラッキーであ りまして、いいスター トでありました。

それから昨夜、会議が5時 半に終わって、夕方7時 から雅楽のリサイタルがありましたが、あ

の時も、始 まる時まで空が一面に曇っておりましたのに、音楽が始まったら見る間に雲がす一っ

と晴れてきて、こうこうたる月が日文研の背後の山の上に昇ってきた。音楽が続いている問、そ

の月は輝 く続けました。日文研が最 も美 しくなった夜であったと思います。本当に感銘深い一夜

であ りました。日文研創立何周年かになりますが、最 も美 しかったのはタベであったと思います。

それも非常な幸運に恵まれまして、幸運 と、皆様の非常に熱心なご協力と、各地の水準の高い

学問の成果を、集中的に示してくださいました。誠に心から御礼申しあげる次第であります。ど

うもあ りがとうございました。所長に代わりまして…。

河合 あ りがとうございました。別府先生、具体的なことをおっしゃったのですが、 どんなこ

とでしょうか。

● ちょっと大事なことをいい忘れたのですが、私の提案に関心のある方、賛成はしなくて も

いいから関心がある方は、外の入口のところに箱を置いておきましたので、そこに名刺で も入れ

ておいて ください。ないしは、名刺をお持ちでない方で したら、名前等を書いておいてください。

河合 それでは今急のお話ですが、別府先生のお考えに賛成というよりは、関心があるという

方は、お名前なり、名刺なりを、箱に入れていただいて、後また考えていただ くということにし

ましょうか。

それではもう時間が過ぎてしまいまして、私がまとめをいうはずで したが、芳賀先生は深層心

理学者になられたかどうか知 りませんが、私のいうべ きことを全部おっしゃいましたので、私は

もうこれ以上いわずに、皆さんのご協力を感謝 してこれで終わりたいと思います。どうもありが

とうございました。

(閉 会)
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